
 

 

 

 

 

 

○ 葛西市場は、青果部、花き部の２部門を有する総合市場 

○ 首都圏東部の流通拠点に位置しており、首都高（湾岸線・中央環状線）や 

新たに開通した外環道（千葉県内区間）等、道路ネットワークが充実 

○ 千葉県に隣接した立地条件及び卸売場内定温施設を生かし、産地・消費地 

双方への積極的な営業活動が可能 

○ 羽田空港・成田空港のほぼ中間点に位置することから、様々な航空ネット 

ワークの活用も可能 

○ 比較的コンパクトな市場施設や商圏が地元中心であることを生かし、開 

設者と場内事業者、売買参加者等が密接に連携した市場運営が可能 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ SWOT 分析 

２ SWOT 分析 

 

 
■ 現状分析（SWOT分析）  
 

 
クロスＳＷＯＴ分析を行

い、 
・「積極的攻勢」 
・「差別化」 
・「段階的」 
・「防衛的」 
の区分ごとに 
９つの戦略オプションを 
抽出 

 

 

 
 
 

 

外 部 環 境 

機 会（Ｏ） 脅 威（Ｔ） 

(a) 千葉県内の外環道開通による 

産地とのアクセス向上 
 

(b) 2020 年度に予定されている羽

田空港国際線発着枠の増加を

活用した輸出入の拡大 
 

(c) 食文化の多様化 
 

(d) ワーク・ライフ・バランスや労働環

境への意識の高まり 

(a) 消費者の食の安全・安心への 

意識の高まり  
  

(b) 市場外流通の増大 
 

(c) 豊洲市場の開場・大田市場の 

改修など、競合市場の存在 
 

(d) 産地の生産力の減少と取引市場

の絞り込み 
 

(e) 小規模小売店の減少 
 

(f) 労働力不足が深刻 

 

内

部

環

境 

強み 

(S) 

(ｱ) 江戸川区及び隣接区のほか

千葉県へ多数搬出 
 

(ｲ) 東部流通業務団地の一角に

立地し、葛西 IC、清新町 IC

へのアクセスが良好 
 

(ｳ) コールドチェーンに対応した 

施設 
 

(ｴ) 市場関係者間の連携が強固 
 

(ｵ) 平面構造により場内の物流

効率が良好 

【積極的攻勢】 
 

良好な環境を踏まえ、強気に攻める 

 

① 〔機会 a × 強みｱ・ｲ〕 
‣江戸川区や千葉県等の首都

圏東部への一層の販売拡大 
 
② 〔機会 a・b × 強みｳ・ｴ〕 

‣産地への営業力強化 
 

【差別化】 
 

強みを活かし、脅威を跳ね返す 
 

⑤ 〔脅威 a・b・c × 強みｳ〕 
‣定温卸売場など、コールドチェ

ーンの一層の活用 
 
⑥ 〔脅威 b・c・ｄ × 強み 

ｲ・ｵ〕 
‣良好な交通アクセスや場内で

の作業効率の良さ 

弱み 

(W) 

(ｱ) 市場の情報発信力が不足 
 
(ｲ) 加工業者や専門店が望む 

珍しい品目や端境期の商 

品が不足 
 

(ｳ) 売買参加者の減少 
 
(ｴ) 老朽化した市場施設 
 
(ｵ) 地域住民との交流が不足 
 
(ｶ) 市場業者による人手不足や

仲卸業者・買出人の後継者

不足 

【段階的】 
 

欠点を改善しプラスへの転換を図る 
 

③ 〔機会 b・c× 弱みｱ･ｲ〕 
‣商品の企画提案力の強化 

 
④ 〔機会ｄ× 弱みｴ〕 

‣市場関係者からの要望に配
慮した施設整備 

【防衛的】 
 

状況の悪化を回避する 
 

⑦ 〔脅威 e× 弱みｱ・ｲ･ｳ〕 
‣小売店との関係強化 

 
⑧ 〔脅威 e × 弱みｵ〕 

‣地域との連携強化 
 
⑨ 〔脅威 e･f × 弱みｶ〕 

‣次世代を担う人材の確保及び
育成 

東京都中央卸売市場葛西市場青果部 経営戦略 

１ 市場の特徴 

葛  西  市  場 

令 和 ２ 年 ３ 月 

＜SWOT 分析＞ 

内部環境 

≪Strength・（強み）≫と 

≪Weakness・（弱み）≫ 

及び 

外部環境 

≪Opportunity（機会）

≫と≪Threat（脅威）≫ 

を抽出 

 

＜戦略オプション＞ 

S、W、O、T を組み合わ

せたクロス分析により、 

戦略オプションを抽出 

＜将来像と方向性＞ 

戦略オプションを踏ま

え、目指すべき将来像

を制定 

 

 

 

将来像の実現のため、 

戦略オプションを特性

ごとに再編 

 

 

 

取組の方向性を体系化 

 

＜基本戦略の策定＞ 

新たに体系化した方向

性ごとに、各戦略オプ

ションを整理して組み

合わせることにより、 

基本戦略を策定 

 

 

 

基本戦略に基づき、具

体的に行動すること

で、 

市場の活性化を実現 

３ ＳＷＯＴ分析と戦略オプション 

９つの戦略オプション 

２ 経営戦略策定の手順 



 

 

 

 

 

 

 

５ ３つの方向性と６つの基本戦略 

取組の方向性 基本戦略 

１ 広域性 
 
物流の広域的な拠点として集荷力を向上させると
ともに、量販店等への販売力を強化 

基本戦略１（集荷）‣道路ネットワークを活かした産地への営業力の向上 
● 外環道の千葉県内区間開通に伴い、常磐道、東北道、関越道が接続されたことを活用 

● 卸売会社の販売担当者による産地への営業頻度を増加させ、品揃えを強化 

基本戦略２（販売）‣立地及びコールドチェーン対応施設を活かした販売力の強化 
● 東京都の東端に位置する立地条件を最大限に活用 

● 食文化が多様化するなか、時代の変化に柔軟に対応し、強みを生かした営業活動を推進していくとともに、市場機能の強化に向けた検討を開始 

２ 地域性 
 
地域の中堅スーパーや小売店等への販売を促進
するとともに、地域住民との交流を強化 

基本戦略３（地産地消）‣企画提案営業を通じた小売店等との関係強化 

● 地域の特色（特産の小松菜、外国人コミュニティなど）を活かし、新規顧客の開拓や小売店等の活性化を模索 
 

基本戦略４（地域貢献）‣地域との連携強化による魅力づくり 

● 江戸川区内の小学生による市場見学や市場まつりの開催等を通じて、消費者と交流を深め、地域との連携を強化 
 

３ 持続性 
 
設備の更新や人材育成の推進など、持続可能な
市場運営のための取組み 

基本戦略５（施設整備）‣市場関係者の要望を踏まえた施設整備等の推進  

● 買出人や市場業者等の意向をくみ取り、迅速に施設の改修・改良等を行うほか、食の安全・安心に配慮した市場づくりを推進 
 

基本戦略６（人材育成）‣次世代を担う人材の育成・定着 

● 快適な職場環境の整備や従業員に対する研修の実施等を通じて人材の定着を図り、農産物のスペシャリストを育成 
 

 
 
 
 

   首都圏東部の流通拠点として、地域のお客様とともに持続的に発展する葛西市場 
   ～ 時代の変化に柔軟に対応し、小口から大口まで満足できる取引の環境づくり ～ 

広域性 

①②⑤⑥ 

地域性 

③⑦⑧ 

持続性 

④⑨ 

将来像を実現するための３つの取組の方向性 

葛西市場の目指すべき将来像 

(青果部・花き部統一) 

４ 目指すべき将来像と取組の方向性 
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